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木

孝
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本
紙
前
号
の
記
事

「五

代
の
名
誉
回
復
を
」
に
お

い
て
、
北
海
道
の
開
拓
使

官
有
物
払
い
下
げ
先
は

「政
商
五
代
の
関
西
貿
易

社
」
と
す
る
歴
史
学
界
の

定
説
に
従
っ
て
、
も
ろ
も

ろ
の
高
校
日
本
史
教
科
書

が

「政
商
五
代
へ
の
官
有

物
払
い
下
げ
」
を
記
載
し

て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

し
か
し
近
年
の
研
究
成

果
と
し
て
、
従
来
説
は
誤

り
で
あ
り
、
宮
有
物
払
い

下
げ
先
は
安
田
定
則
ら
開

拓
使
上
級
官
吏
四
名
が
退

職
し
て
設
立
す
る
こ
と
に

し
て
い
た
民
間
会
社
で
あ

っ
た
こ
と
が
論
証
さ
れ
て

き
て
い
る
。
そ
の
論
証
に

は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵

の
政
府
資
料

「開
拓
使
官

有
物
払
下
許
可
及
び
取
り

消
し
の
件
」
が
用
い
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
文
書
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
に
よ
る
閲

覧
が
可
能
で
あ
る
。

糀
冤
鉤

『鼈
辣
贔
睾
輻
巡
咸
骰
輻
燒
躙

折
し
も
本
年
八
月
十

一
日
に
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「英
雄
た
ち
の
選
択

　
伊
藤
ＶＳ
大
隈
　
″日
本
〃
を

決
め
た
政
変
の
真
相
」
は
、
「明
治
十
四
年
の
政
変
」

の
分
析
の
中
で
、
開
発
長
官
黒
田
清
隆
が
開
拓
使
官

有
物
を

「部
下
の
役
人
に
つ
く
ら
せ
た
商
社
に
払
い

下
げ
よ
う
と
し
て
い
た
」
と
い
う
ナ
レ
イ
シ
ョ
ン
を

入
れ
た
。
こ
れ
は
番
組
ス
タ
ツ
フ
が
同
政
変
の
真
相

を
再
検
討
し
、
払
い
下
げ
事
件
に
つ
い
て
の
諸
資
料

に
当
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
間
の
研
究
成
果
が

動
か
し
が
た
い
事
実
で
あ
る
こ
と
を
認
定
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
同
番
組
に
武
蔵
野
学
院
大
学

教
授
久
保
田
哲
が
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
と
し
て
出
演
し
、

ま
た
早
稲
田
大
学
教
授
真
辺
将
之
へ
の
取
材
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
疑
間
の
余
地
が
な
い
。

久
保
田
哲
は
本
年
二
月
刊
行
の

『
明
治
十
四
年
の

政
変
』
に
お
い
て
、
宮
有
物
の
払
い
下
げ
先
は
「安
田
・

折
田
が
設
立
し
た
北
海
社
で
あ
っ
た
」
と
明
記
し
て

お
り
、
真
辺
将
之
は
二
〇

一
八
年
刊
の
『
明
治
史
講
義

【テ
ー
マ
篇
】
』
第
十
講
に
お
い
て
、

「開
拓
使
官
有

物
払
下
げ
問
題
に
つ
い
て
も
、
誤
っ
た
事
実
が
広
＜

流
布
し
て
い
る
」
と
し
て
、
払
い
下
げ
先
は
五
代
の
関

西
貿
易
社
で
は
な
く
、
開
拓
使
上
級
官
吏
が
設
立
し

た
「北
海
社
」
で
あ
る
と
記
述
し
て
い
る
。
す
松
わ
ち
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
同
番
組
は
官
有
物
払
い
下
げ
問
題
に
つ
い
て

従
来
説
を
採
る
歴
史
学
者
か
ら
は
意
見
を
徴
さ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

開
拓
使
官
有
物
払
い
下
げ
事
件
の
払
い
下
げ
先
を

「五
代
の
関
西
貿
易
社
」
と
し
な
い
で
、
「開
拓
使
上

級
官
吏
の
つ
く
る
民
間
会
社
」
と
し
た
の
は
、
こ
れ
が

放
送
史
上
の
嗜
矢
で
あ
ろ
う
。

蠅
晰
諷
儡
蠅
瘍
晰
漑

同
番
組
制
作
者
に
は
歴
史
学
界
の
定
説
を
退
け
て

も
大
丈
夫
で
あ
る
と
い
う
確
信
が
あ
っ
た
に
ち
が
い

な
い
。
番
組
は

「払
い
下
げ
事
件
」
に
つ
い
て
、
少
な

く
と
も
二
つ
の
資
料
を
入
手
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

ひ
と
つ
は
上
記
の
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
政
府
資
料

で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は

「朝
野
新

聞
」
明
治
十
四
年
八
月
五
日
号
で
あ

る
。
従
来
説
が

「五
代
へ
の
払
い
下

げ
」
の
根
拠
と
し
て
い
る
の
は
、
「東

京
横
浜
毎
日
新
聞
」
明
治
十
四
年
七

月
二
十
六
日
号
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

五
代
の
関
西
貿
易
社
が

「開
拓
使
と

約
し
て
北
海
道
の
物
産
を

一
手
に
引

き
受
け
」
と
書
き
な
が
ら
、
他
方
で

「予
輩
は
此
報
道
の
真
偽
如
何
は
、

未
だ
知
ら
ざ
る
松
り
」
と
補
足
す
る

頼
り
な
さ
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

十
日
後
に
発
行
さ
れ
た
上
記

「朝
野

新
聞
」
は
、

「東
京
横
浜
毎
日
新
聞
」

の
記
事
が
誤
報
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
政
府
が
決
定
し
た
官
有
物
の
払

い
下
げ
先
は
開
拓
使
上
級
官
吏
が
結

成
す
る
民
間
会
社
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
記
事
に
は
こ
う
あ
る
。

―
―

「開
拓
使
中
四
五
名
の
官
吏
は
今
回
北
海
道
政

略
上
の
変
革
あ
ら
ん
事
を
察
し
自
か
ら
其
の
官
職
を

辞
し
て
商
軍

（し
ょ
う
こ
＝
商
人
）
と
為
り
従
来
該
使

が
有
す
る
三
十
余
ケ
所
の
製
造
所
に
就
き
其
の
最
も

利
益
あ
る
者
を
払
い
下
げ
以
て
北
海
道
の
商
権
を
掌

握

（中
略
）
せ
ん
と
企
望
す
と
云
ふ
」
（画
像
参
照
）
。

ま
こ
と
に
奇
怪
な
こ
と
に
、
従
来
説
の
歴
史
学
界

は
開
拓
使
官
有
物
払
い
下
げ
事
件
を
論
ず
る
に
当
た

っ
て
、
誤
報
の

「東
京
横
浜
毎
日
新
聞
」
を
引
用
し
て

よ
し
と
し
、
確
報
を
伝
え
た

「朝
野
新
聞
」
は
引
用
し

て
来
な
か
っ
た
。
そ
の
従
来
説
側
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
日
本

史
教
科
書
記
述
と
異
な
る
ナ
レ
イ
シ
∃
ン
を
流
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
面
目
を
失
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本

来
は
同
番
組
に
異
議
申
し
立
て
を
す
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
は
な
い
、
と
見
て
よ
い
。
番
組
側
に
は
証

拠
資
料
が
揃
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
従
来
説
側
に

は
自
説
の
正
当
性
を
裏
づ
け
る
証
拠
資
料
が
何
も
な

い
か
ら
で
あ
る
。
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絋
瘍
巫
餡
に
写
鐵
憑
甕

五
代
を
開
学
の
祖
と
す
る
大
阪
市
立
大
学
で
は
、

「五
代
友
厚
官
有
物
払
い
下
げ
説
見
直
し
を
求
め
る

会
」
が
結
成
さ
れ
、
「五
代
友
厚
に
官
有
物
払
い
下
げ
」

と
い
う
事
実
無
根
の
教
科
書
記
述
の
修
正
を
求
め
る

活
動
が
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
「見
直
し
を
求

め
る
会
」
の
発
足
予
定
日
は
十
月

一
日
で
あ
る
。
同
日

を
期
し
て
、
「声
明
文
」
が
同
会
か
ら
発
表
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
な
お
検
討

中
で
あ
る
。
こ
の
活
動
に
は
社
会
的
な
広
が
り
が
望

ま
れ
る
の
で
、
本
誌
読
者
各
位
に
お
か
れ
て
も
、
こ
の

活
動
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
応
援
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

資
本
金
二
四
四
万
円
。
筆
頭
株
主
は
三
井
八
郎
右
衛

門

（京
都
）
と
小
野
善
助

（同
）
の
二
人
で
、
そ
れ
ぞ

れ
七
十
万
円
宛
出
資
し
、
持
ち
株
比
率
は
そ
れ
ぞ
れ

二
十
八
％
強
だ
っ
た
。
三
井
八
郎
右
衛
門
と
小
野
善

助
の
両
名
が
頭
取
に
就
任
し
た
。
国
立
と
の
名
前
を

冠
し
て
い
る
が
、
日
本
最
初
の
株
式
会
社
で
あ
る
。

両
頭
取
の
上
に
経
営
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、
大

蔵
大
丞

（た
い
じ
よ
う
、
大
蔵
省
第
四
位
の
官
職
）
を

退
任
し
た
渋
沢
栄

一
（三
十
三
歳
）
が
総
監
役

（現
在

の
会
長
）
に
就
任
し
た
。
天
下
り
第

一
号
と
い
え
る
。

渋
沢
は
第
十
二
位
四
万
円
の
株
主
だ
っ
た
。
当
時
の

四
万
円
の
価
値
は
、
現
在

一
万
倍
と
し
て
四
億
円
に

相
当
す
る
堂
々
た
る
個
人
株
主
で
あ
る
。

|‐

マ
８
ヨ
五
代
塾
顧
聞

缶
晶
野
古家
一大

銀
行
設
立
前
夜

五
代
友
厚
は
明
治
二
年
に
下
野
し
て
大
阪
に
金
銀

分
析
所
を
設
立
す
る

一
方
、
イ
ギ
リ
ス
式
の
バ
ン
ク

設
立
の
必
要
性
を
旧
知
の
要
路
の
政
治
家
や
官
僚
に

説
き
、
四
年
に
は
小
野
バ
ン
ク
の
設
立
申
請
を
推
進

し
て
い
た
。
三
井
組
も
バ
ン
ク
の
申
請
を
行
っ
た
が

全
て
設
立
に
至
ら
な
か
っ
た
。
五
年
、
五
代
の
斡
旋
も

あ
っ
て
政
府
の
指
導
に
よ
り
三
井
と
小
野
グ
ル
ー
プ

は
手
を
握
る
こ
と
と
な
り
、
ま
ず
三
井
小
野
組
組
合

銀
行

（第

一
国
立
銀
行
設
立
ま
で
の
準
備
銀
行
）
が
設

立
さ
れ
た
。

大
株
主
の
三
井

一
族
と
小
野

一
族

明
治
六
年
六
月
、
第

一
国
立
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
。

株
主
総
数
は
七
十

一
人
で
、
上
位
十
六
人
は
別
表

の
通
り
で
あ
る
。
三
井

一
族

（三
野
村
利
左
衛
門
、
古

河
市
兵
衛
を
含
む
）
の
後
ろ
盾
は
大
隈
重
信
だ
っ
た
。

五
代
は
小
野
組
の
名
誉
顧
問

・
議
長
と
し
て
第

一

国
立
銀
行
の
創
立
を
推
進
し
た
が
、
創
立
株
主
に
は

な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、　
一
〇
年
、
七
五
〇
株
（七

万
五
千
円
）
の
株
式
を
保
有
し
、
十
八
年
に
亡
く
な
る

迄
渋
沢
に
次
ぐ
大
株
主
だ
っ
た
。

七
年
小
野
組
は
政
府
の

一
方
的
な
金
融
政
策
の
急

変
に
よ
り
突
然
破
綻
し
た
。
第

一
国
立
銀
行
は
小
野

組
保
有
の
株
式

一
〇
〇
万
円
の
減
資
を
行
っ
て
、
窮

地
を
脱
し
た
。
そ
し
て
小
野
組
の
撤
退
を
機
会
に
最

大
の
出
資
者
三
井
家
の
異
論
も
あ
っ
た
が
、
渋
沢
は

総
監
役
を
廃
止
し
、
単
独
の
頭
取
に
就
任
し
た
。

た
西
川
甫
は
、
株
主
の
中
で
唯

一
の
阿
波
出
身
元
士

族
で
、
五
代
と
親
し
か
っ
た
。

京
都
の
古
河
市
兵
衛
は
維
新
後
小
野
組
で
生
糸
の

取
引
を
行
っ
て
い
た
の
で
、
や
は
り
五
代
と
の
繋
り

が
あ
っ
た
。
同
じ
く
京
都
の
島
田
八
郎
左
衛
門
は
呉

服
商
、
両
替
商
で
あ
り
大
阪
天
満
に
も
拠
点
を
持
っ

て
い
た
こ
と
で
も
あ
り
、
五
代
と
交
流
が
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。

第
十
四
位
の
大
株
主
、
長
崎
の
永
見
博
三
郎

（私
の

外
曾
祖
父
の
兄
）
は
唐
物
商
と
し
て
薩
摩
藩
御
用
達

だ
っ
た
。
幕
末
の
約
十
年
間
長
崎
に
駐
在
し
た
薩
摩

藩
の
五
代
は
博
三
郎
と
刻
頸

（ふ
ん
け
い
）
の
交
わ
り

を
結
ん
で
い
た
。
慶
応
二
年
、
五
代
の
意
向
も
あ
り
、

博
三
郎
の
末
弟
米
吉
郎

（私
の
外
曾
祖
父
）
が
大
坂
に

雄
飛
し
、
同
四
年
初
め

「神
戸
事
件
」
処
理
を
き
っ
か

け
に
五
代
が
大
阪
で
明
治
政
府
に
出
仕
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
、
米
吉
郎
は
大
阪
永
見
商
店

（金
融
、

清
・朝
鮮
貿
易
）
を
経
営
し
な
が
ら
五
代
の
股
肱
の
臣

（こ
こ
う
の
し
ん
）
の

一
人
と
し
て
仕
え
た
。

江
戸
時
代
か
ら
の
三
井
組
両
替
店
は
七
年

「馬
換

（か
わ
し
、
か
わ
せ
）
バ
ン
ク
三
井
組
」
と
改
称
し
、

九
年
に
初
の
私
立
銀
行
と
し
て
私
盟
会
社
三
井
銀
行

を
設
立
し
て
業
務
を
継
承
し
た
。

こ
こ
に
第

一
国
立
銀
行
に
お
け
る

渋
沢
の
立
場
は
絶
対
的
な
も
の
と

な
っ
た
。

父
と
私
と
娘
が
勤
務
し
て
い
た

兼
松
株
式
会
社
の
創
業
者
兼
松
房

治
郎
は
六
年
、
三
井
組
銀
行
部
大

阪
分
店
に
就
職
し
、
十
四
年
迄
八

年
八
ヶ
月
間
勤
務
し
て
い
た
。

そ
の
他
の
大
株
主

大
阪
堂
島
の
米
相
場
で
成
功
し

五
代
は
幕
末
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
二
十
三
歳
で

長
崎
海
軍
伝
習
所
に
学
び
、
永
見
家
の
借
家
で
貿
易

業
を
始
め
た
丁

ｏ
グ
ラ
バ
ー
と
の
交
流
も
深
め
、
三

回
上
海
に
渡
航
し
て
薩
摩
藩
の
た
め
に
船
舶
な
ど
の

購
入
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
日
本
と
欧
米
の
金
銀
の

通
貨
交
換
率
の
不
合
理
性
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
て

い
た
。
長
崎
永
見
商
店
が
大
名
貸
し
も
行
っ
て
い
た

の
で
旧
幕
時
代
の
金
融
事
情
に
も
通
じ
て
い
た
。

博
三
郎
は
明
治
二
年
以
来
金
融
業
を
手
掛
け
て
い

た
が
、
西
南
戦
争
で
不
穏
な
時
期
の
明
治
十
年
末
に

第
十
八
国
立
銀
行
を
創
業
し
て
初
代
頭
取
に
就
任
し

た
。
同
行
設
立
に
際
し
て
は
渋
沢
の
指
導
を
受
け
、
往

復
書
簡
が
残
っ
て
い
る
。
甥
の
永
見
寛
二
（米
吉
郎
の

甥
）
は
十
八
歳
の
時
に
長
崎
か
ら
大
阪
の
弘
成
館
に

務
め
、
簿
記
、
経
済
学
な
ど
を
学
ん
で
長
崎
に
戻
っ
た

の
ち
四
代
目
頭
取
、
衆
議
院
議
員
を
三
期
務
め
た
。

第一国立銀行の建物

当初発注者は三井組であり明治 5年竣工時は三井組ハウスと呼

ばれたが、翌年 9月 に第一国立銀行設立後、銀行が買受けた

建設 :清水組          (Wlklpediaよ り)

‐囃籐 轟海1灘 |・ 1́雛|1窯離1行動|1隆1鋳‐1麓錐盤 :‐ ■■■ ・■■●

1.京都  i井人難お衛円 7,参モ}0 7●1411

2.京都 可ヽ野鋳駒 7,000 70万 勢

継, 樹渡 霞脚:甫 《量島の総績場で成檄) 1,3`Ю l澪 万円

4.京都  11井 二郎助 1,1)10 10万 1苺

務.京都 4ヽ野助次郎 1,1領神 10万 円

6,東京 吉河 :li兵衛 (小野緯と土集摯引き) i"襲博 10万円

7r京都 三井搬お機蒔 まЮ 8万 円

8,東京 二野村利左衛鵜 糠曇 6ガ鋼

,(Ю 5カ:鋼

1春"六嶽 小難警太郎 S(節 5万襲

11. 天構 で も) 50導

12.東京 識澤榮 ‐・ 400 4″購

1亀  :続懇 添難漱一 繁像中 2万 円

14,長鋳 ぷ見博二郎 露像寺 2万 円

15.長崎 永見寛‐1 150 l馬万円

16.長綺 松郷源五園: 150 1,5万 円

17～71  そr)他 幕4名 2,債 )藝 20万 円

合   計 24,40拳 244万 露

喚治10～ 18年 五代友厚 750 7.尋万円

9. '善右嶽韓

碁万縄

2
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第

一
国
立
銀
行
第
十
六
位
の
大
株
主
松
田
源
五
郎

は
、
第
十
八
国
立
銀
行
設
立
に
際
し
て
松
田
庄
二
郎

と
永
見
荘
二
郎
ら
を
帯
同
上
京
し
、
親
し
く
渋
沢
の

応
接
と
指
導
を
受
け
た
。
庄
二
郎
と
荘
二
郎
は
、
第

一

国
立
銀
行
で
二
ヶ
月
近
く
銀
行
簿
記
の
講
習
を
受
け

た
。
の
ち
源
五
郎
は
二
代
目
頭
取
と
な
っ
た
。

大
阪
堂
島

「米
」
先
物
取
引
の
終
焉

大
坂
堂
島
の
米

（
こ
め
）
先
物
市
場
は

一
六
〇
〇
年

代
前
半
に
中
之
島
の
開
拓
を
行
っ
た
淀
屋
が
始
め
、

享
保
十
五
年

（
一
七
三
〇
）
幕
府
に
認
可
さ
れ
た
。
先

物
取
引
市
場
の
認
可
は
世
界
初
で
あ
る
。
堂
島
米
市

場
の
先
物
取
引
の

一
部
が
幕
末
期
に
混
乱
し
て
い
た

の
で
、
明
治
新
政
府
は
明
治
二
年
正
米
取
引
以
外
の

先
物
売
買
を
禁
じ
た
。
そ
の
た
め
米
商
人
数
百
名
が

活
路
を
失
い
、
諸
物
資
の
値
段
の
元
方

（基
準
）
が
立

た
ず
大
阪
の
商
業
活
動
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ

こ
で
四
年
に
米
会
所
が
復
活
し
た
が
、
五
代
の
奔
走

に
よ
り
九
年
新
た
に
「米
商
会
所
」
条
例
が
発
布
さ
れ
、

堂
島
米
商
会
所
が
設
立
さ
れ
た
。
五
代
は
表
に
は
で

な
か
っ
た
。

堂
島
米
商
会
所
創
立
肝
煎

（取
締
役
）
の

一
人
だ
っ

た
三
井
元
之
助
の
信
頼
を
得
た
兼
松
は
、
元
之
助
の

代
人
と
し
て
勤
め
先
の
三
井
組
銀
行
部
か
ら
米
商
会

所
に
派
遣
さ
れ
て
活
躍
し
た
。
兼
松
は
十
三
年

（か
そ

れ
以
前
）
に
同

所

の
肝
煎

に

選
任
さ
れ
た
。

＞
期
　
（昔
は
専
務

醸
ｅｄｉａ　
と
か
常
務
と

劉
ｋｉｐ
　
か
の
肩
書
は

む

Ｗｉ
銀
＜
　
な
か
っ
た
。
）

硼
欄
　
今
年
（二
〇
二

新
蝉
　

一
）
八
月
農
水

鶉郵　
省
は、大
阪堂

広
　
島
商
品
取
引

所
が
申
請

し

た
米
先
物
取
引
の
恒
久
的
な

「本
上
場
」
へ
の
移
行
を

不
認
可
と
し
た
。
こ
こ
に
歴
史
あ
る
堂
島
の
米

（
こ
め
）

先
物
取
引
市
場
は
二
九

一
年
目
に
し
て
消
滅
し
た
。

世
界

一
の
シ
カ
ゴ
商
品
取
引
所

（シ
カ
ゴ
・
マ
ー
カ

ン
タ
イ
ル
取
引
所
）
を
訪
れ
る
人
た
ち
に

「こ
の
取
引

所
の
ル
ー
ツ
は
日
本
の
先
物
取
引
所
で
あ
り
、
大
坂

が
発
祥
の
地
で
あ
る
。
私
た
ち
の
市
場
は
世
界
で
最

初
に
整
備
さ
れ
た
日
本
の
市
場
を
参
考
に
開
設
さ
れ

ま
し
た
」
と
、
解
説
の
テ
ー
プ
が
流
さ
れ
て
い
る
。
同

所
取
引
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は

「
一
七
三
〇
年
代
に
日
本

の
大
坂
に
お
い
て
世
界
最
初
の
組
織
化
さ
れ
た
先
物

取
引
を
含
む
商
品
取
引
所
が
存
在
し
て
い
た
」
と
の

記
述
が
あ
る
。

（英
文
必
要
な
方
は
事
務
局
ま
で
）

兼
松
は
、
米
商
会
所
に
お
け
る
実
直
な
仕
事
ぶ
り

を
五
代
に
認
め
ら
れ
て
十

一
年
、
大
阪
商
法
会
議
所

の
初
代
肝
煎
に
就
任
し
た
。
私
は
、
会
議
所
設
立
当
初

に
作
成
さ
れ
た
と
い
う
膨
大
な
調
査
報
告
書
の
多
＜

は
、
兼
松
が
作
成
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は

十
年
後
兼
松
商
店
創
業
時
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
張

調
査
報
告
書
を
見
て
感
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

「青
天
を
衝
け
」

私
の
父
と
叔
父
は

一
橋
大
学
を
卒
業
し
、
父
は
大

正
十

一
年
神
戸
の
兼
松
商
店

（明
治
二
十
二
年
創
業
）

に
、
叔
父
は
十
五
年
第

一
銀
行
に
就
職
し
た
。
渋
沢
の

警
咳

（け
い
が
い
）
に
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
か
な

か
っ
た
の
か
。
息
子
は
第

一
勧
銀

（現
み
ず
ほ
銀
行
）

に
務
め
７
年
間
近
く
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
店
に
勤
務
し

た
。
孫
の
行
く
末
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「青
天
を
衝
け
」
で
、
第

一
国

立
銀
行
の
設
立
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
表
現
が
さ
れ

る
の
か
、
楽
し
み
で
あ
る
。

参
考
書
籍

・
『第

一
銀
行
史
』
昭
和
三
十
二
年
版

・
『十
八
銀
行
百
三
十
年
史
』

・
浜
崎
国
男

『
長
崎
異
人
街
誌
』
葦
書
房

・津
川
正
幸
『大
阪
堂
島
米
商
会
所
の
研
究
』
晃
洋
書

房
他

・
島
実
蔵

『
大
坂
堂
島
米
会
所
物
語
』
時
事
通
信
社

・『
〇
〇ヨヨ
ＯＱ
一計＜
↓
∞ヽ
Ｑ
一つ０
〓
０
５Ｃ〇
一Ч　
の
コ
一のＯ
Ｑ
Ｏ
”
００
「Ｑ

Ｏ
喘　
月
９ヽ
Ｑ
①
』

・『
否
上
８
中兼
松
株
式
会
社
創
業

一８

周
年
記
念
誌
』

ｏ
天
野
雅
敏
『戦
前
日
豪
貿
易
史
の
研
究
』
勁
草
書
房

・
宮
本
又
次

『
五
代
友
厚
伝
』
有
斐
閣

・
八
木
孝
昌

『新

・
五
代
友
厚
伝
』
「工
「
研
究
所

シカゴ商品取引所

(Wiklpediaよ り)

・税関、

を探索)

れ

1

Dream

さ土俵

経験の

ン茶

たヽ だ しヽた紅茶の今回寄稿し

したき

に お婆さ び

た 。読ま持ち せて頂きま し 私の頭の中

まつ て瞬過去の記憶が蘇

の頃 近所 ん縁側でのんし

じ

む嗜好

し出ヽ もた 。 ろちのを思し

ヒ つよ にと り、は、 紅茶の樹があコ ー 同

ロロ る つな人が飲 と思

し 単なるた 。

も

ます し、

活に

3
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グ
レ
ン
ヒ
ル
ズ

・
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役田

中

京
子

‐８６
年

（文
久
３
年
）
薩
摩
藩
で
は

「戦
っ
た
相
手

け
れ
ば
、
日
本
は
植
民
地
化
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
」
の
危
機
感
が
生
ま
れ
、
五
代
友
厚
は

西
欧
視
察
と
留
学
生
派
遣
を
願
い
出
ま
す
。
い

わ
ゆ
る

『
五
代
才
助
上
申
書
』
で
す
が
、
そ
の
中
に
渡

と
し
て
鹿
児
島
の
茶
を
輸
出
し
て
外
貨

を
稼
ぐ
と
い
う
計
画
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
五
代
は

海
渡
航
の
経
験
が
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
に
紅

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
彼
は
実
際
に
見
聞
し

て
い
た
の
で
す
。
当
時
の
上
申
書
の
内
容
を
薩
摩
海

軍
史
よ
り
簡
単
に
抜
粋
し
て
み
ま
す
。

「茶
の
儀
は
、
製
法
は
い
た
っ
て
簡
単
で
、
上
品
位

が

一
斤
６００

ｇ
に
つ
き
銀
１７
匁
、
下
品
が
１４
～
１５
匁

と
大
ま
か
に
決
め
ま
す
。
紅
茶
は
緑
茶
よ
り
大
変
値

段
が
良
い
の
で
、
そ
の
分
だ
け
国
益
が
増
え
ま
す
。
そ

こ
で
、
郡
奉
公
の
中
か
ら
人
を
選
ん
で
、
二
人
ほ
ど
こ

れ
に
専
念
す
る
よ
う
命
じ
、
通
常
の
お
雇
い
よ
り
５

人
分
ぐ
ら
い
引
き
上
げ
た
賃
金
以
っ
て
雇
い
、
お
金

で
人
望
や
人
気
を
集
め
ま
す
。
そ
し
て
、
街
道
や
村
々

の
道
の
脇
に
も
並
木
の
よ
う
に
茶
を
植
え
さ
せ
れ
ば
、

薩
摩
の
茶
は
相
応
の
質
が
あ
る
の
で
、
奄
美
の
砂
糖

に
次
ぐ
産
物
と
な
る
と
考
え
ま
す
。
３
年
も
す
れ
ば

も
の
す
ご
い
国
益
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
」

以
下
、
紅
茶
の
製
造
方
法
、
こ
れ
か
ら
の
紅
茶
産
業

へ
の
向
き
合
い
方
な
ど
と
続
き
ま
す
。

明
治
維
新
を
経
て
後
、
新
政
府
は
紅
茶
の
輸
出
を

促
進
し
よ
う
と
紅
茶
製
造
技
術
者
を
中
国
か
ら
招
い

た
り
、
薩
摩
藩
で
洋
学
を
教
え
、
五
代
と
共
に
留
学
生

計
画
を
進
め
た
石
河
確
太
郎
を
始
め
、
技
術
者
や
農

業
研
究
者
ら
を
イ
ン
ド
や
中
国
に
派
遣
し
た
り
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
大
久
保
利
通
は
各
地
に
紅
茶
伝
習
所

を
つ
く
る
な
ど
、
日
本
国
内
に
産
業
と
し
て
の
紅
茶

の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
努
力
の
結
果
、
鹿
児
島
で
は

「べ
に
ほ

ま
れ
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い
茶
樹
の
品
種
も
確
立
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し

‐９７
年
紅
茶
輸
入
自
由
化
に
よ
り

明
治
時
代
の
五
代
が
携
わ
っ
た
、
藍
の
製
造
と
同
じ

く
海
外
か
ら
の
廉
価
な
製
品
の
輸
入
の
た
め
国
内
生

産
が
壊
減
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
私
た
ち

一
家
は
鹿
児
島
の
片
田
舎
、
知

覧
町

（現
南
九
州
市
）
で
診
療
所
を
営
ん
で
い
ま
し
た

が
、
娘
の
英
国
留
学
を
機
に
イ
ギ
リ
ス
文
化
に
触
れ

る
機
会
が
多
く
な
り
、
ロ
ン
ド
ン
の
大
英
博
物
館
を

訪
れ
た
と
き
に
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
が
あ
リ
テ

ィ
ー
も
い
た
だ
け
る
博
物
館
に
感
動
と
憧
れ
を
感
じ

ま
し
た
。

そ
の
夢
の
実
現
と

し
て
、
こ
こ
知
覧
に
、

幕
末
当
時
に

「大
英

帝
国
」
と
戦
っ
た
薩

摩
藩
、
そ
し
て
英
国

側
か
ら
見
た
歴
史
資

料
館

「薩
摩
英
国
館
」

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「薩
摩
英
国
館
」
は

小
さ
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
松
が
ら
英
国
紅
茶
を
輸
入
し
、
ま
た
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
の
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
は
じ
め
紅
茶
関
連
用
品
を
豊
富

に
揃
え
、
九
州
で
は

一
番
た
く
さ
ん
の
紅
茶
が
揃
っ

て
い
る
と
評
判
に
も
な
り
、
福
岡
辺
り
か
ら
も
観
光

を
兼
ね
て
沢
山
の
お
客
様
に
お
い
で
頂
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
私
自
身
も
本
格
的
に
紅
茶
を
サ
ー
ビ
ス
し

た
い
と
の
思
い
で
、
日
本
紅
茶
協
会
の
テ
ィ
ー
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
ち
よ
う

ど
時
を
同
じ
く
し
て
枕
崎
の
農
業

・
食
品
産
業
技
術

総
合
研
究
機
構
野
菜
茶
業
研
究
所
の
方
か
ら

「
べ
に

ふ
う
き
」
と
い
う
新
品
種
の
茶
樹
を
紹
介
さ
れ
、
そ
れ

が
自
宅
か
ら
車
で
１０
分
も
掛
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
栽

培
さ
れ
て
い
た
と
い
う
感
動
的
な
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
。

日
本
紅
茶
協
会
で
は
、
美
味
し
い
紅
茶
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
？
　
と
い
う
問
い
に
対
し
て
次
の
よ
う

に
教
え
て
い
ま
す
。
①
茶
液
を
国
に
含
ん
だ
時
、
優
雅

な
香
り
が
す
る
こ
と
　
②
渋
味
が
強
＜
感
じ
ら
れ
て

も
、
爽
快
感
が
あ
る
こ
と
　
③
味
に
コ
ク
が
あ
る
こ

と

（深
み
の
あ
る
濃
い
味
わ
い
が
あ
る
こ
と
）

④
力

ツ
プ
に
注
が
れ
た
茶
液
の
水
色
が
明
る
く
冴
え
が
あ

る
こ
と
　
⑤
喉
越
し
が
よ
い
こ
と

（
口
中
が
サ
ツ
パ

リ
し
飲
み
や
す
い
こ
と
）

ま
さ
に
私
に
と
っ
て
「ベ

に
ふ
う
き
」
は
こ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
を
機
に
、
単
に
紅
茶
を
輸
入
す
る
だ
け

で
は
な
く
茶
樹
を
育
て
る
こ
と
に
興
味
が
広
が
り
、

我
が
家
の
空
き
地
に
４００

本
の
植
樹
を
振
り
出
し

に
、後
に
思
い
切
っ
て

一

山
を
買
い
、家
族
総
出
で

少
し
ず
つ
茶
畑
を
増
や

し
て
い
き
ま
し
た
。
現
在

は
無
農
薬
栽
培
の
手
摘

み
を
信
条
に
し
て
神り

感ヽ

報
謝覇
珈
と
い
う
紅
茶
ブ
ラ

ン
ド
を
確
立
し
ま
し
た
。

国
内
で
の

【夢
ふ
う
き
】
が
好
評
に
な
っ
て
い
く
と

と
も
に
、
本
場
英
国
で
の
評
価
に
興
味
が
わ
き
２００
年

に
ｏ
８ヽ
計
♂
∽
一の
＞轟

Ｑヽ
（Ｇ
丁
Ａ
）
に
出
品
し
金
賞

と
い
う
英
国
で
の
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
そ
れ
以

降
も
受
賞
し
続
け
、

２０１２
年
に
は
三
ツ
星
評
価
を
受
け

紅
茶
の
国
英
国
コ
ン
テ
ス
ト
で
「世
界

一
」
な
ど
と
報

道
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
時
の
審
査
関
係
者
で
イ

ギ
リ
ス
の
紅
茶
研
究
家
の
ジ
ェ
ー
ン

ｏ
ペ
テ
ィ
グ
リ

茶
図
鑑
』
に
、
【夢
ふ
う
き
】
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
嬉
し
さ
と
気
恥

ず
か
し
さ
と
共
に
、
ま
だ
ま
だ
と

思
う
と
こ
ろ
で
す
。

彪饂蝙量隧鯰

薩摩英国館ティーワールド (南九州市知覧町)

ュ
ー
氏
が
後
日
、
「
【夢

ふ
う
き
】
は
世
界
三
大

銘
茶
に
次
ぐ
ＮＯ．
４
に

な
り
う
る
紅
茶
で
す
。

是
非
取
材
さ
せ
て
欲

し
い
」
と
の
申
し
出
が

あ
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・

ト
ラ
ス
ト
出
版
の
『紅

」

蒻
躙鶉

こ
こ
南
九
州
市
は
現
在
、
市
町
村
単
位
で
は
日
本

一
の
茶
の
栽
培
面
積
を
有
し
、
荒
茶
の
生
産
量
も
日

本

一
で
す
。

‐５０
年
前
、
五
代
友
厚
ら
が
街
道
や
村
々

の
道
の
脇
に
も
並
木
の
よ
う
に
茶
を
植
え
さ
せ
て
、

国
産
紅
茶
を
産
物
に
し
よ
う
と
提
唱
し
ま
し
た
。
「今

こ
そ
、
枕
崎
に
あ
る
紅
茶
の
母
樹
か
ら
知
覧
の
武
家

屋
敷
群
に
至
る
所
々
に
茶
樹
を
植
え
、
芽
が
出
た
ら

老
若
男
女
で
こ
ぞ
っ
て
茶
摘
み
を
し
た
い
。
そ
し
て

英
国
の
よ
う
松
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
コ
ン
テ
ス
ト
を
企
画

し
た
り
、
テ
ィ
ー
□
―
ド
で
盛
り
上
が
っ
た
り
で
き

た
ら
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
で
こ
と
で
し
よ
う
」
と

夢
が
膨
ら
み
ま
す
。

紅
茶
で
有
名
な
サ
ー

・

ト
ー
マ
ス

・
リ
プ
ト
ン
は

「
紅
茶

こ
そ
は
大
人
の

国
、
英
国
の
生
活
文
化
で

あ
り
、
代
表
的
嗜
好
品
の

一
つ
で
あ
る
と
共
に
、
人

間
の
身
体
と
心
に
効
く
素

晴
ら
し
い
飲
料
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の

【夢
ふ
う
き
】
と
共
に
日
本

が
大
人
の
国
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
機
も

一
鷹
、
南
九
州
市
知
■
に
、
お
じ
ゃ
っ
た
も
ん
せ

（い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
）
Ｈ
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